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県
商
工
会
連
合
会
は
九
月
二
十
九
日
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山
に

お
い
て
、
県
商
工
会
議
員
連
盟
の
県
議
会
議
員
等
を
迎
え
て
、
商
工
会

役
員
等
研
修
会
と
商
工
会
議
員
連
盟
県
議
会
議
員
等
と
の
懇
談
会
を
開

催
し
た
。

２　立山アンテナショップ１周年記念事業 他
３　ものづくり補助金支援事例 他
４　わが社も経営改善にチャレンジ 他
５　消費税転嫁対策事業者向け講習会 他
６　富山きときとトピックス
７　月刊商工会より
８　12 月のイベント 他

我
々
商
工
会
の
知
恵
と
経
験
と
ア
イ

デ
ア
を
反
映
さ
せ
た
い
。
皆
さ
ん
ご

協
力
頂
き
た
い
。」
と
挨
拶
。

研
修
会
で
は
、
講
師
に
全
国
商
工

会
連
合
会
の
勝
野
龍
平
専
務
理
事
を

招
き
「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」

及
び
「
改
正
小
規
模
企
業
支
援
法
」

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
懇
談
会
で
は
、
坂
田
光

文
県
商
工
会
議
員
連
盟
代
表
幹
事
挨

拶
の
後
、
事
務
局
か
ら
商
工
会
の
活

動
状
況
報
告
と
県
へ
の
要
望
事
項
の

説
明
を
行
い
懇
談
に
入
っ
た
。
出
席

議
員
の
方
々
か
ら
は
「
今
回
制
定
・

改
正
さ
れ
た
両
法
律
が
活
か
さ
れ
る

よ
う
、
富
山
県
の
中
小
企
業
の
振
興

と
人
材
の
育
成
等
に
関
す
る
基
本
条

例
の
改
正
に
取
り
組
み
た
い
。」「
商

工
会
が
中
心
と
な
り
地
域
社
会
が
一

体
と
な
っ
て
頑
張
る
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
を
支
援
す
る
こ
と
に
期

待
し
、
我
々
も
力
を
尽
く
し
た
い
。」

な
ど
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

開
会
に
あ
た
り
、石
澤
会
長
は「
小

規
模
企
業
振
興
基
本
法
制
定
と
小
規

模
企
業
支
援
法
（
商
工
会
及
び
商
工

会
議
所
に
よ
る
小
規
模
事
業
者
の
支

援
に
関
す
る
法
律
）
改
正
は
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。今
後
、

両
法
律
が
ど
う
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
て
効
力
を
発
揮
さ
れ
る
べ
き
か
、

商工
春
秋
　

Ｊ
Ｒ
九
州
の

豪
華
寝
台
列
車

「
な
な
つ
星
」
が
運
行
一

周
年
を
迎
え
た
。
最
高
百
万
円
を

超
え
る
利
用
料
金
に
も
か
か
わ
ら

ず
今
で
は
抽
選
倍
率
は
三
十
倍
を

超
え
、
二
割
は
リ
ピ
ー
タ
ー
だ
と

言
う
▼
当
列
車
の
人
気
を
支
え
る

の
は
「
究
極
の
お
も
て
な
し
」
で

あ
ろ
う
。
車
両
に
は
檜
な
ど
の
高

級
木
材
を
用
い
、
調
度
品
か
ら
室

内
の
細
部
に
至
る
ま
で
こ
だ
わ
り

の
素
材
と
技
が
施
さ
れ
、
贅
沢
な

空
間
を
演
出
し
て
い
る
。
食
事
は

九
州
の
旬
の
素
材
を
使
っ
た
特
別

メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
る
。
事
前

に
乗
客
の
嗜
好
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、

乗
務
員
全
員
で
情
報
を
共
有
す
る

▼
五
輪
招
致
で
話
題
と
な
っ
た「
お

も
て
な
し
」
は
英
語
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
に
意
味
が
近
い
が
、
茶
道

が
由
来
と
さ
れ
て
お
り
日
本
独
自

の
文
化
を
含
ん
で
い
る
。
更
に
は

礼
儀
・
奥
ゆ
か
し
さ
・
一
所
懸
命

と
い
っ
た
言
葉
も
思
い
浮
か
ん
で

く
る
▼
先
般
、
な
な
つ
星
な
ど
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
水
戸
岡
鋭
治

氏
の
講
演
を
聴
く
機
会
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
の
「
お
も
て
な
し
は
無
理

を
せ
ず
で
き
る
こ
と
を
完
璧
に
や

る
こ
と
が
大
切
」
と
い
う
言
葉
が

印
象
的
で
あ
っ
た
。

本
研
修
会
と
懇
談
会
は
、
小
規

模
企
業
振
興
基
本
法
の
成
立
を
機

に
商
工
会
の
果
た
す
べ
き
使
命
の

大
き
さ
を
あ
ら
た
め
て
共
有
す
る

場
と
な
っ
た
。

出
席
さ
れ
た
県
議
会
議
員
の
方
々
、

鹿
熊　

正
一　
　

上
田　

英
俊

高
平　

公
嗣　
　

坂
田　

光
文

宮
本　

光
明　
　

藤
井　

裕
久

永
森　

直
人　
　

井
村　

昭
彦

矢
後　
　

肇　
　

篠
岡　

卓
郎

米
原　
　

蕃　
　

山
辺　

美
嗣

武
田　

慎
一

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
の
成
立
を
う
け
て

商
工
会
役
員
等
研
修
会
・
県
議
会
議
員
と
の
懇
談
会
開
催

挨拶をする石澤会長

さ
あ
　
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
ス
タ
ー
ト
！
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商
工
会
女
性
部
長
研
修
会

�����������������������������������������������������

�����������������������������������������������������

年金はやっぱり富山、高岡、新湊、にいかわ、氷見伏木、砺波、石動の各信用金庫で！！

商
工
会
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

オ
ー
プ
ン
一
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

「
休
ん
で
か
れ
や
」

秋
空
の
下
、
店
前
の
道
路
を
歩
行

者
天
国
に
し
て
特
設
ス
テ
ー
ジ
や
テ

ン
ト
張
り
の
観
覧
席
を
設
営
し
、
多

彩
な
シ
ョ
ー
を
実
施
し
た
。
店
内
で

は
全
商
品
を
一
割
引
で
販
売
し
、
更

に
買
上
げ
客
全
員
に
地
元
産
の
新
鮮

卵
を
振
舞
っ
た
。

メ
リ
カ
ン
ド
ッ
グ
な
ど
を
無
料
で
振

舞
っ
た
。

午
後
か
ら
は
、
青
木
商
工
会
長
の

挨
拶
の
後
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
て
地

元
歌
手
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ
る

「
歌
謡
・
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」
が
行

わ
れ
た
。「
百
人
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」

は
老
若
男
女
問
わ
ず
多
く
の
観
客
が

参
加
し
た
。

夕
刻
に
は
富
山
の
ご
当
地
ア
イ
ド

ル
「
ビ
エ
ノ
ロ
ッ
シ
」
が
登
場
し
、

盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に
達
し
た
。

パ
ワ
フ
ル
な
ス
テ
ー
ジ
に
観
客
は
魅

了
さ
れ
、
ア
イ
ド
ル
た
ち
も
道
路
に

降
り
立
ち
、
観
客
と
一
体
に
な
っ
て

歌
や
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
だ
。
そ
の
後

の
ク
イ
ズ
大
会
や
、
締
め
く
く
り
の

菓
子
ま
き
ま
で
熱
気
冷
め
止
ま
ず
、

盛
況
の
う
ち
に
イ
ベ
ン
ト
は
終
了
し

た
。
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
初
め
て

訪
れ
た
と
い
う
客
も
多
く
、
イ
ベ
ン

ト
終
了
後
も
店
内
へ
の
客
の
流
れ
は

途
絶
え
ず
、
珍
し
い
商
品
の
数
々
に

閉
店
時
間
を
過
ぎ
て
も
な
お
賑
わ
っ

て
い
た
。

立
山
町
商
工
交
流
館
内
に
設
置
し

た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
休
ん
で
か

れ
や
」
は
昨
年
秋
の
開
店
か
ら
一
周

年
を
迎
え
た
。日
頃
の
感
謝
を
込
め
、

地
域
の
方
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
九
月
二
十
七
日
に
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
一
周
年
を
祝
っ
た
。

～
高
山
村
商
工
会
女
性
部
に

よ
る
お
も
て
な
し
交
流
事
業
～

午
前
は
地
元
農
家
の
新
鮮
野
菜
を

積
ん
だ
軽
四
ト
ラ
ッ
ク
十
台
が
ず
ら

り
と
並
び
「
軽
ト
ラ
市
」
を
開
催
。

そ
の
周
辺
で
は
、
た
こ
焼
き
や
ア ご当地アイドル“ビエノロッシ”

多くの来店客で賑わう店内

商
工
会
青
年
部
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

商
工
会
青
年
部
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

県
同
友
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

県
同
友
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

商
工
会
女
性
部
長
研
修
会

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
脇

本
恭
成
会
長
）
は
、
九
月
二
十
八
日

（
日
）、
朝
日
町
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

（
サ
ン
リ
ー
ナ
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
商
工
会
青
年
部
対
抗
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
し
た
。
当
日
は

晴
天
に
恵
ま
れ
、
十
四
チ
ー
ム
に
よ

る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。
目
的
は
県
内
青
年
部

の
親
睦
と
部
員
の
健
康
増
進
で
あ
る

が
試
合
が
始
ま
れ
ば
、
ど
の
青
年
部

員
も
優
勝
を
目
指
し
真
剣
な
眼
差
し

で
白
球
を
追
い
、
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
て
い
た
。

試
合
結
果

　

優
勝　

南
砺
市
Ａ
チ
ー
ム

　

次
勝　

射
水
市
Ｂ
チ
ー
ム

　

参
勝　

小
矢
部
市
Ａ
チ
ー
ム

　

商
工
会
女
性
部
長
研
修
会
が
十

月
二
日
に
お
も
て
な
し
交
流
事
業

を
活
用
し
開
催
さ
れ
た
。

　

お
も
て
な
し
交
流
事
業
は
女
性

部
員
同
士
が
交
流
を
深
め
る
こ
と

で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
広
げ
て
い

く
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
全
国
商

工
会
女
性
部
連
合
会
が
実
施
し
て

い
る
。

　

当
日
は
、
長
野
県
高
山
村
商
工
会

女
性
部
に
よ
る
「
自
然
が
美
し
い
信

州
高
山
村
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ン
」
を
利

用
し
、
高
山
村
商
工
会
女
性
部
の
取

組
に
つ
い
て
話
を
伺
う
と
と
も
に
、

高
山
村
の
有
す
る
観
光
資
源
の
視

察
を
実
施
。
他
県
の
女
性
部
と
の
交

流
に
よ
り
、
北
陸
新
幹
線
開
業
を
控

え
た
富
山
県
内
に
お
け
る
観
光
資

源
の
活
か
し
方
に
つ
い
て
学
ん
だ
。参加者のみなさん

　

県
同
友
会
の
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

が
十
月
二
十
四
日
（
金
）
太
閤
山

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ

た
。
県
内
各
同
友
会
か
ら
四
十
二

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

団
体
優
勝

婦
中
町
Ｂ
チ
ー
ム
（
二
一
九
・
八
）

二
位

八
尾
山
田
チ
ー
ム
（
二
二
〇
・
〇
）

三
位

射
水
市
Ａ
チ
ー
ム
（
二
二
〇
・
〇
）

個
人
優
勝

本
田　
　

均

（
入
善
町
Ｂ
）

（
七
一
・
八
）

二
位

石
崎　

雄
世

（
福
光
）

（
七
一
・
八
）

三
位

加
藤　

直
樹

（
婦
中
町
Ｂ
）

（
七
二
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞

下
林　

利
夫

（
八
尾
山
田
）

（
七
六
）
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企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

も
の
づ
く
り
試
作
開
発
補
助
金
採
択
事
例
紹
介

テーマ

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
リ
ン
キ
ン
グ
マ
シ
ン

設
備
導
入
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

企
業
名
　
㈱
エ
ヌ
エ
ス
ブ
レ
ー
ン

所
在
地
　
射
水
市
串
田
一
二
八
六

代
表
者
　
渋
谷
清
澄

業
　
種
　
ニ
ッ
ト
製
品
製
造
販
売

企
業
の
概
要

当
社
は
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
子

供
用
ニ
ッ
ト
ウ
エ
ア
の
製
造
販
売

会
社
と
し
て
昭
和
五
十
四
年
に
創

業
。
以
後
、
日
本
だ
け
の
技
術
で

あ
る
『
両
面
編
み
』
に
着
目
し
、

独
自
に
業
界
初
の
十
四
ゲ
ー
ジ
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
両
面
横
編
機
を

開
発
し
量
産
化
に
取
り
組
ん
だ
。

結
果
、
両
面
編
み
ニ
ッ
ト
の
国

内
生
産
量
が
年
間
五
〇
～
六
〇
万

着
と
言
わ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
当

社
の
生
産
数
は
四
〇
万
着
を
誇
る
。

さ
ら
に
、
世
界
で
初
め
て
の
ア

ク
リ
ル
混
ニ
ッ
ト
へ
の
ナ
ノ
加
工

技
術
（
防
汚
・
撥
水
・
撥
油
）
や
、

マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
附
着
技
術
の

独
自
開
発
に
て
、
従
来
の
高
品
質

製
品
に
さ
ら
に
多
様
な
機
能
を
付

与
し
て
い
る
。

　
　

射
水
市
商
工
会
大
門
支
所

経
営
指
導
員
　
宮
本
　
　
晃

事
業
計
画
の
概
要

現
状
の
製
造
工
程
の
中
で
は
生

産
性
向
上
の
課
題
と
な
る
の
が
リ

ン
キ
ン
グ
の
工
程
で
あ
る
。

リ
ン
キ
ン
グ
は
、両
面
編
み
ニ
ッ

ト
製
品
に
と
て
も
適
し
た
縫
製
手

法
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
熟
練
工

に
よ
る
手
作
業
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
工
程
で
あ
り
、
ま
し
て
や
当

社
が
得
意
と
す
る
ハ
イ
ゲ
ー
ジ

ニ
ッ
ト
に
お
い
て
は
そ
の
作
業
負

担
は
と
て
も
大
き
く
、
作
業
効
率

改
善
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。

つ
い
て
は
、
今
後
、
新
製
品
の

開
発
販
売
、
そ
し
て
、
生
産
能
力

の
増
大
を
は
か
る
為
、
日
本
初
の

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
リ
ン
キ
ン
グ

マ
シ
ン
設
備
の
導
入
を
図
る
。

事
業
の
効
果
と
今
後
の
展
開

当
社
の
製
品
は
、
既
に
品
質
及

び
機
能
性
で
優
位
性
を
持
っ
て
い

る
が
、
更
に
そ
の
生
産
性
が
大
き

く
改
善
さ
れ
る
こ
と
で
市
場
で
の

競
争
力
が
大
き
く
向
上
し
、
新
分

野
・
新
規
市
場
へ
の
販
路
拡
大
が

見
込
め
る
。

ま
た
、
生
産
性
の
向
上
に
よ
り

生
ま
れ
る
労
働
力
や
人
材
の
余
力

活
用
に
も
期
待
し
て
い
る
。

ミラサポいますぐ
アクセス

ミラサポコミュニティ　活用編

https://www.mirasapo.jp/

いますぐ、ミラサポに企業登録・メールマガジン登録して明日からの経営に活かしましょう。

ミラサポコミュニティには同じ事業に取り組んでいる仲間、
同じエリアで活動する仲間と、事業のアイディア等について
話し合う「グループ」が複数あります。

問合わせ・申し込みは最寄りの商工会まで。

アクセス

未来の企業★応援サイト未来の企業★応援サイト未来の企業★応援サイト

「ミラサポ」は明日のビジネスを
創造、支援するサイトです。
今月号からミラサポの様々な機能をご
紹介します。

かんたん・無料！  ５つのメリット

商工会会員のためのネットショップ

「ニッポンセレクト.com」
出品者募集！

全国商工会連合会が運営するショッピングサイトで
す。あなたもインターネット販売を始めませんか。
販売促進をはじめ決済や物流などの煩雑な手続きま
で手厚くサポートします。

http://www.nipponselect.com
ニッポンセレクト

①出店料・出品料が無料
②プロが写真撮影とキャッチコピーを考えます
③決済システムを無償で提供
④物流作業は手間いらず
⑤さまざまな商品ＰＲを実施します

みんなで話す！共有できる情報は、｢投稿」から始めましょう
コミュニティでみんなに伝えたいことは、「投稿」で発信しましょう。

グループで話す！特定のメンバーとは ｢グループ」で語り合いましょう
共通の話題やテーマがある仲間同士なら、グループを作って交流
しましょう。

一人ひとりと話す！個人的なやり取りは ｢ダイレクトメッセージ」で
特定のメンバーだけにメッセージを送りたいときは、「ダイレクト
メッセージ」を活用しましょう。専門家にメッセージで質問する、
といった使い方もできます。
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資
金
シ
ョ
ー
ト
回
避
は
企
業
存
続
の
絶
対
条
件
で
す
。
資
金
繰
り
表
の
作

成
に
よ
り
、
早
期
に
資
金
不
足
を
予
知
し
、
事
前
に
有
効
策
を
実
行
し
ま
す
。

●
資
金
繰
り
表
を
作
成
す
る

　

過
去
一
年
の
実
績
表
を
作
成
し

自
社
の
決
済
ル
ー
ル
や
季
節
特
質

を
整
理
し
ま
す
。
今
後
の
売
上
計

画
（
予
測
）
に
基
づ
き
将
来
予
測

数
値
を
記
入
し
ま
す
。
将
来
予
測

な
の
で
正
確
さ
よ
り
素
早
く
作
成

し
、
修
正
し
て
い
く
の
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
定
期
的
な
作
成
が
必
要

な
の
で
、
自
社
に
合
っ
た
フ
ォ
ー

ム
を
工
夫
し
ま
す
。

●
資
金
不
足
の
原
因
を
考
え
る

　

資
金
不
足
原
因
は

①
売
上
未
達　
　

②
回
収
遅
延

③
赤
字
経
営　
　

④
過
大
在
庫

⑤
返
済
圧
迫　
　

⑥
季
節
性

な
ど
の
原
因
が
あ
り
ま
す
。
有
効

策
が
無
い
と
慢
性
化
し
ま
す
。

●
自
社
で
出
来
る
対
策
を
実
行

　

借
入
す
れ
ば
金
利
が
か
か
り
、

返
済
が
必
要
で
す
。

①
不
要
資
産
の
処
分

②
遅
延
売
掛
金
の
回
収

③
在
庫
の
適
正
化

④
前
払
い
の
圧
縮

な
ど
に
注
力
し
ま
す
。
無
理
な
前

倒
し
回
収
や
ル
ー
ル
違
反
の
支
払

繰
り
延
べ
は
信
用
不
安
が
発
生
し

な
い
か
慎
重
な
判
断
が
必
要
で
す
。

●
金
融
機
関
へ
の
借
入
申
込
み

　

借
入
は
「
ど
ん
な
返
済
原
資
」
で

「
い
つ
」
返
済
す
る
か
を
資
金
繰
り

表
で
明
確
に
し
、
自
社
の
現
況
を

理
解
し
て
も
ら
う
事
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
決
算
書
、
試
算
表
、
金
融

機
関
取
引
状
況
、
請
負
工
事
現
況

表
（
建
設
業
）
等
の
資
料
を
添
付

す
れ
ば
結
論
は
早
く
な
り
ま
す
。

　

決
算
の
状
況
を
現
金
収
支
の

面
か
ら
分
析
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
計
算
書
を
作
成
す
る
と
元
利

金
の
返
済
能
力
が
把
握
さ
れ
ま
す
。

●
リ
ス
ケ
を
検
討
す
る
場
合

　

リ
ス
ケ
（
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）

と
は
慢
性
的
資
金
不
足
対
策
で
、

借
入
金
返
済
の
減
額
や
据
置
き
を

す
る
事
で
す
。
一
定
期
間
の
リ
ス

ケ
が
了
解
さ
れ
た
場
合
は
①
新
規

融
資
は
期
待
し
な
い
②
経
営
改
善

計
画
書
を
策
定
し
改
善
成
果
を
上

げ
る
③
努
力
を
見
え
る
化
し
報
告

を
励
行
す
る
等
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

取
引
が
複
数
行
の
場
合
、
ま
ず
メ

イ
ン
行
の
同
意
を
取
り
付
け
ま
す
。

（
経
営
改
善
計
画
の
作
成
支
援
は
商
工
会
、

県
商
工
会
連
合
会
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
）

多彩なニーズにお応えします。

〒939-2741 富山県富山市婦中町中名1554-23
TEL (076)465-2341(代)  FAX (076)465-2340
URL http://www.nakatani-p.co.jp　E-mail info@nakatani-p.co.jp

ISO14001  認証取得

ISO 9001  認証取得

経営改善・事業再生に取り組む方に

経 営 力 強 化 保 証
事 業 再 生 計 画 実 施 関 連 保 証

（ 経 営 改 善 サ ポ ー ト 保 証 ）
事 業 再 生 保 証
事 業 再 生 円 滑 化 関 連 保 証

資
金
繰
り
表
の
作
成

　
今
回
は
「
は
や
り
（
ト
レ
ン

ド
）」
の
お
話
し
で
す
。

一
．
深
夜
高
速
バ
ス

　

筆
者
は
東
京
へ
向
か
う
時
に
深

夜
高
速
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。
経
済

的
な
理
由
が
第
一
な
ん
で
す
が
途

中
の
Ｓ
Ａ
は
大
事
な
情
報
源
な
の

で
必
ず
下
車
し
て
視
察
し
て
い
ま

す
。
特
に
売
店
は
観
光
お
土
産
、
情

報
の
発
信
源
で
す
。

▼
こ
の
頃
、
商
品
構
成
が
一
年
前
と

大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
何
回

と
な
く
お
話
し
し
て
き
ま
し
た
が
、

最
近
は
お
土
産
品
が
「
小
さ
く
」「
軽

く
」「
手
頃
な
値
段
」で「
か
わ
い
く
」

な
っ
て
き
ま
し
た
。
中
身
は
ホ
タ
ル

イ
カ
の
干
物
で
も
、
お
し
ゃ
ぶ
り
昆

布
で
も
、
個
包
装
し
、
値
段
も
ワ
ン

コ
イ
ン
程
度
で
す
。
激
怒
さ
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、「
ま
す
の
す
し
」の
脇
に
は『
付

け
て
召
し
上
が
っ
て
』
の
ポ
ッ
プ
と

共
に
チ
ュ
ー
ブ
入
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。

▼
き
っ
と
「
ま
す
の
す
し
」
の
小
分

け
包
装
と
同
じ
ぐ
ら
い
勇
気
の
要

る
、
改
革
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
と

感
動
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
事
は
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、

新
し
い
価
値
観
を
創
造
し
て
い
る

事
で
す
ね
。

二
．
ト
レ
ン
ド

　

大
切
な
こ
と
は
こ
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
変
化
を
読
み
取
る
。
す
な
わ
ち

ト
レ
ン
ド
（
傾
向
・
趨
勢
・
は
や

り
・
流
れ
）
を
読
み
取
る
こ
と
が
鍵

と
な
り
ま
す
。
か
つ
て
、「
か
わ
い

い
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
一
つ

の
ト
レ
ン
ド
を
引
っ
張
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
五
年
に
第
一
回
東
京
ガ
ー

ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ

今
年
で
十
九
回
と
な
り
、
も
は
や
遠

い
ア
ジ
ア
の
国
々
で
の
漁
り
火
状

態
で
す
。
そ
れ
に
変
わ
っ
た
ト
レ
ン

ド
は
（
筆
者
の
独
断
と
偏
見
で
）「
お

し
ゃ
れ
」
そ
れ
も
「
上
品
な
お
し
ゃ

れ
」
を
特
に
観
光
業
界
で
の
ト
レ
ン

ド
に
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
既

に
一
部
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
世
界
で

は
既
に
手
が
け
ら
れ
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
は
そ
の
傾
向
を
顕
著

に
反
映
し
て
い
ま
す
が
商
品
開
発

の
分
野
で
は
こ
れ
か
ら
？
と
感
じ

ま
す
。

▼
富
山
県
の
最
後
の
Ｓ
Ａ
、
売
り

場
の
半
分
近
く
を
石
川
県
の
お
土

産
が
占
め
て
い
ま
す
。
理
由
は
売

れ
る
か
ら
で
す
。
売
れ
る
理
由
は

「
ト
レ
ン
ド
」
に
合
っ
て
い
る
か
ら

で
す
よ
ね
。

北
陸
新
幹
線
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

新
幹
線
が
来
る

（
専
門
指
導
員　

鈴
木
英
雄
）
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小規模企業振興基本計画が閣議決定
小企業者等への配慮

　小規模企業振興基本法に基づく「小規模企業振興基本計画」が 10 月３日に閣議決定した。
この基本計画は、政府が講じる施策と施策を進めるために必要な事項で構成され、計画期間は５年間で、毎
年検証し実効性を確保する。計画は新陳代謝の促進や地域経済の活性化に資する事業活動など４つの目標を
掲げ、その実現に向けた 10 の重点施策に取り組むとしている。
　また、施策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項として、小規模企業の中でも、特に小企業者

（従業員５人以下）や個人事業者は、個人の技能や経験をもとに多様な事業を営んでいる一方、組織体制が整っ
ておらず、環境変化に脆弱なため、振興に当たっては、着実な事業の運営が確保されるべく、きめ細やかな
施策を講じる必要があるとしている。

計画の目標 実現に向けた重点施策

⑴　需要を見据えた経営の促進
①　ビジネスプラン等に基づく経営の促進
②　需要開拓に向けた支援
③　新事業展開や高付加価値化の支援

⑵　新陳代謝の促進
④　起業・創業支援
⑤　事業承継・円滑な事業廃止
⑥　人材の確保・育成

⑶　地域経済の活性化に資する事業活動の推進 ⑦　地域経済に波及効果のある事業の推進
⑧　地域のコミュニティを支える事業の推進

⑷　地域ぐるみで総力を挙げた支援体制の整備 ⑨　国・地方公共団体・支援団体等による支援体制の整備
⑩　手続きの簡素化・施策情報の提供
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【融資条件】
融資限度額：5,000 万円（うち運転資金 1,000 万円）
返済期間：設備資金　７年以内（うち据置期間１年以内）
　　　　　運転資金　５年以内（うち据置期間１年以内）
貸付金利：融資金利  年 1.45％＋保証料率  年 0.35% ～ 1.05% ※ 2

　　　　　　　　
取扱期間 ：平成 28 年３月 31 日まで

～即戦力の専門人材をお探しの貴社の
　　　ニーズにきめ細かく対応します～
■対象

・概ね 55 歳以上で、有する専門知識や技術等を
活用して再就職を希望される方

・これらの専門人材の採用を希望する企業等
■特徴

・相談から情報提供までワンストップで支援します。
・企業の即戦力となる専門人材を登録しています。
・インターネットで専門人材の検索・閲覧が可能です。
・企業の求人ニーズに合わせて人材の発掘・紹介をします。
・現在就業中の人、UIJ ターン希望の県外在住者等広範
  囲の求職者をカバーしています。

北陸新幹線開業PRの
マスコットキャラ
「きときと君」

日本人留学生・外国人留学生を対象とした
合同企業説明会・面接会・企業研究会のご案内

「とやまシニア専門人材バンク」
の登録企業を募集中

■趣旨・内容■
　　富山県では、高度な知識や技術を有

する県内大学等の外国人留学生や、国際感
覚を磨いた日本人留学経験者の県内就職を促進

し、県内企業等の人材確保を支援するため、「グ
ローバル人材活用促進事業」を実施しております。

　このたび、グローバル人材の採用を検討している
県内企業と、グローバル人材を対象とした、ブース形
式の合同企業説明会・面接会・企業研究会を開催いた
します。「海外との取引を検討している」「日本人留学生・
外国人留学生の採用に関心がある」といった企業の方々
におかれては、優秀なグローバル人材に自社をアピール
するチャンスです。
　参加を希望される企業の方は、下記運営事務局まで
お問い合わせください。 ○サービスをご利用いただくには、人材バンクへの登録が必要です。

○登録は、バンク窓口での受付のほか、インターネットからでも可
能です。まずは、人材バンクへの登録をぜひお願いします。

富山県中小企業融資制度のご案内

登録者数 1,052 名　　うち就職者数 598名　　登録企業数 555社

■ウェブサイト■
http://senior-bank.pref.toyama.lg.jp

■窓口■
所 在 地：〒 930-0805 富山市湊入船町 9 番 1 号（とやま自遊館２階）
開設時間：月曜日～金曜日　9:00 ～ 17:00  ※祝日、年末年始は除く
電話番号：076-444-4

シ ニ ア バ ン ク

289
問合せ先：とやまシニア専門人材バンク（電話：076-444-4289）
　　　　　  富山県商工労働部労働雇用課（電話：076-444-8897）

■開催日時・場所■
日時：12 月 19 日 ( 金 )

13：00 ～ 16：00（12：30 受付開始）
場所：富山大学学生会館ホール（富山市五福 3190）

■お問い合わせ先■
運営事務局：㈱マイナビ富山営業所

電話 076-442-1860
■主催■

富山県商工労働部労働雇用課
電話 076-444-8897

利益率が減少している小規模企業者の円滑な資金繰りを
支援するため、平成 26 年 10 月から「小規模企業支援枠」
の融資金利を引き下げました！

生産性又はエネルギー効率を向上させる生産設備の導入
を支援するため、平成 26 年 10 月から「集中投資促進枠」
の融資金利を引き下げました！

経営安定資金「小規模企業支援枠」 設備投資促進資金「集中投資促進枠」

ご相談 ☞　お近くの商工会・商工会議所、　　　　
　　　　　 　　　　　　お取引のある金融機関へ

ご相談 ☞　県経営支援課、お取引のある金融機関へ

※ 1 小規模企業者とは、従業員 20 人（宿泊業・娯楽業を除く商業・サービス業は５人）以下の
事業者です。

※ 2 富山県信用保証協会においても、県内中小企業者の設備投資を促進するため、設備投資に係
る事業資金の   独自保証料率割引（△ 0.2％）を実施しています。

制度全般の問い合わせ先：富山県　経営支援課　金融係
TEL 076-444-3248　　FAX 076-444-4402

≪お申込の要件≫
老朽化した生産設備から生産性又はエネルギー効率が１％以上向上する生産
設備への入替えもしくは新たに増設する中小企業者　※車両・重機等は対象外です。

融資限度額：3,000 万円
返済期間：７年以内（うち据置期間１年以内）
貸付金利：融資金利 年 1.40％＋ 保証料率（年 0.35% ～ 1.05%）
取扱期間：平成 27 年３月 31 日まで

融
資
条
件

最近３ヶ月の売上総利益率または営業利益率が前年同期比
５％以上減少している小規模企業者

　➡お近くの商工会・商工会議所で認定を受けてください。

※小規模企業者とは、従業員 20 人（宿泊業・娯楽業を除く商業・サービス業
は５人）以下の事業者です。

お
申
込
み
の
要
件

小規模企業者は年 1.40％※ 1
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日
本
一
長
い
イ
カ
の
カ
ー
テ
ン
で
、

観
光
客
を
呼
び
込
め
！

総
合
情
報
誌
　
月
刊
「
商
工
会
」
よ
り
抜
粋

輝
け
！
商
工
会

鯵
ヶ
沢
町
商
工
会
　
　

（
青
森
県
西
津
軽
郡
）

鯵
ヶ
沢
町
商
工
会
（
網
野
榮
一

郎
会
長
）
は
、
特
産
品
で
あ
る
「
生

干
し
焼
き
イ
カ
」
を
使
っ
た
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
商
工

会
で
は
、「
目
指
せ
日
本
一
！
鯵
ヶ

沢
イ
カ
の
カ
ー
テ
ン
ま
つ
り
」
を
開

催
し
「
日
本
一
の
イ
カ
の
カ
ー
テ
ン

の
長
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
話

題
性
を
持
た
せ
る
」
こ
と
を
狙
っ
て

い
る
。
三
年
目
で
そ
の
長
さ
は
七
〇

メ
ー
ト
ル
ま
で
伸
ば
し
た
。
吊
る
し

た
イ
カ
は
七
〇
〇
枚
、
町
内
外
か
ら

約
五
〇
〇
人
の
家
族
連
れ
な
ど
で
賑

わ
っ
た
。

カ
ー
テ
ン
ま
つ
り
で
は
、
チ
ケ
ッ

ト
を
購
入
し
た
参
加
者
に
イ
カ
を

吊
る
し
て
も
ら
い
、
三
時
間
程
天

日
に
干
し
た
後
、
会
場
に
設
置
し

た
コ
ン
ロ
で
炙
っ
て
食
べ
て
も
ら

う
。
チ
ケ
ッ
ト
は
一
〇
〇
〇
円
で

発
売
し
、
イ
カ
干
し
参
加
券
と
抽

選
券
、
八
〇
〇
円
分
の
商
品
券
が

付
い
て
い
る
。

★
網
野
榮
一
郎
会
長
に
聞
く

鯵
ヶ
沢
町
は
、
以
前
は
イ
カ
釣
り

舟
の
漁
港
と
し
て
活
気
が
あ
り
ま
し

た
が
、
最
近
で
は
水
揚
げ
も
大
幅
に

減
少
し
て
い
ま
す
。「
イ
カ
の
カ
ー

テ
ン
ま
つ
り
」
を
始
め
て
多
く
の
家

族
連
れ
が
集
ま
り
、
イ
カ
販
売
店

の
販
売
促
進
、
町
の
観
光
振
興
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

私
は
商
工
会
職
員
に
常
々
、「
虫

の
目
」「
鳥
の
目
」「
魚
の
目
」
を

持
ち
な
さ
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
虫
の
目
で
会
員
事
業
所
の

経
営
の
足
元
を
確
認
し
て
、
次
に

鳥
の
目
で
大
所
高
所
か
ら
見
つ
め
、

最
後
に
魚
の
目
で
会
員
の
経
営
状

況
を
察
知
し
、
適
切
な
支
援
を
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

長
浜
北
商
工
会（
西
村
豊
和
会
長
）

は
、
８
月
長
浜
市
木
之
本
町
に
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
き
の
も
と
Ｉ
Ｋ
Ａ‘
Ｓ
」

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
地
元
産
品
の
ほ

か
、
滋
賀
県
内
や
全
国
各
地
の
特
産

品
を
販
売
す
る
と
と
も
に
、
出
品
事

業
者
に
対
し
て
商
品
力
ア
ッ
プ
の
支

援
や
販
路
開
拓
な
ど
に
役
立
つ
情
報

提
供
も
行
う
。
中
小
企
業
庁
の
地
域

力
活
用
市
場
獲
得
等
支
援
事
業
を
活

用
し
た
。

大
河
ド
ラ
マ
で
話
題
の
黒
田
官
兵

衛
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
木
之
本
は
、

京
都
と
北
陸
を
つ
な
ぐ
北
国
街
道
沿

い
に
あ
る
歴
史
の
町
で
あ
る
。
観
光

客
も
多
い
こ
と
か
ら
、
商
店
街
の
中

心
に
あ
っ
た
２
階
建
て
の
空
き
店

舗
を
活
用
し
、
宿
場
町
に
相
応
し
い

町
屋
風
情
を
残
し
た
外
観
に
、
北
欧

デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
清
潔
で
お

し
ゃ
れ
な
イ
ン
テ
リ
ア
の
店
舗
を
構

え
た
。

一
階
に
は
、
琵
琶
湖
の
天
然
ニ

ゴ
ロ
フ
ナ
の
鮒
寿
司
や
地
元
産
米

で
つ
く
っ
た
か
き
も
ち
な
ど
地
域

の
特
産
品
を
揃
え
、
二
階
に
は
、

全
国
各
地
の
商
品
や
Ｐ
Ｒ
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
。
現
在
、
約
二
五
〇

商
品
を
揃
え
、
価
格
帯
は
手
が
伸

び
や
す
い
ワ
ン
コ
イ
ン
（
五
〇
〇

円
）
程
度
と
し
て
い
る
。

「
旧
伊
香
郡
の
歴
史
文
化
と
素
晴

ら
し
い
特
産
品
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が

ら
、
地
域
活
性
化
委
の
拠
点
と
し
て

機
能
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
商
工
関

係
者
は
話
す
。

地
元
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

を
オ
ー
プ
ン
、
出
品
者
へ
の

商
品
力
ア
ッ
プ
も
支
援

情
報
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

長
浜
北
商
工
会
（
滋
賀
県
長
浜
市
）

　アイディアが浮かぶと同時に、発明者の皆さんを悩ませる問題の数々…。そ
んな発明者の悩みを少しでも軽くするために、富山県発明協会では定期的に無
料相談会を開催しています。相談会は午後に行います。予約制となります。

開催月
高岡会場 富山会場

富山県発明協会（1F事務所内） 富山県総合情報センター

11月 5，12，19，27日 13，26日
12月 3，10，17，24日 11，25日

【お問い合わせ・申込先】　一般社団法人　富山県発明協会
高岡会場：高岡市二上町150　富山県工業技術センター内　TEL0766-25-7259
富山会場：富山市高田527　　（公財）富山県新世紀産業機構内　TEL076-432-1119

平成26年度  無料発明相談会のご案内

開いたイカをロープに干す参加者

アンテナショップ「きのもと IKA'S」
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ツインクルナイト in 射水 12／１（月）～
１／31（土） 射水市商工会 0766-55-0072

ふれあい青空市
「やまだの案山子」 土曜・日曜・祝日 ふれあい青空市「やまだ

の案山子」運営委員会 076-457-2333

風の盆ステージ・町なかミニツアー 12／13（土）・２7（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

ふくの歳の大市 12／27（土） 南砺市商工会福野事務所 0763-22-2536

個人住民税は特別徴収で納めましょう！事業主の
皆さん

　個人住民税の特別徴収とは、所得税の源泉徴収と同様に、事業者（給与支払者）の方が、個人住民税の納税義務者で
ある従業員（給与所得者）に代わって、給与から個人住民税（市町村民税＋県民税）を徴収（天引き）し、従業員の所
在地の市町村に納入していただく制度です。地方税法第３２１条の４および各市町村の条例により、給与を支払う事業
者で所得税の源泉徴収の義務のある方は、特別徴収義務者として個人住民税の特別徴収を行っていただくこととなって
います。
　従業員には、短期雇用者、アルバイト、パート、役員等全て含みます。
　詳細は、 までお問い合わせください。市町村住民税担当課または県経営管理部税務課企画係（076-444-3177）

１2月は「地球温暖化防止月間」です！

富山県地球温暖化防止県民大会開催のお知らせ富山県地球温暖化防止県民大会開催のお知らせ富山県地球温暖化防止県民大会開催のお知らせ

申し込み・問合わせ

目的

主催
日時
場所
内容 （１）表彰式

富山県環境部門功労表彰
環境とやま県民会議会長表彰
とやまストップ温暖化アクト賞表彰

（２）優秀活動事例発表
株式会社ヤングドライ

（３）講演「とやまの地球温暖化」
富山県環境科学センター　主任研究員　初鹿　宏壮

　地球温暖化防止に向け、県民一人ひとりがライフスタイルを見直すなどの具体的な行動を実践
するよう、地球温暖化防止月間（毎年 12 月）に合わせて、地球温暖化防止に顕著な取組みを行っ
ている個人・団体を顕彰するほか、地球温暖化防止の普及啓発のための地球温暖化防止イベント
や活動紹介を行います。今年度は漫才コンビ「母心」が出演！入場は無料です。

富山県、富山県地球温暖化防止活動推進センター（（公財）とやま環境財団）、環境とやま県民会議
平成 26年 12月６日（土）　13：30～ 16：00
パレブラン高志会館　カルチャーホール（富山市千歳町 1-3-1）　　定員 200名

（公財）とやま環境財団（富山県森林水産会館内）
TEL：076-431-4607　FAX：076-431-4453

厚生労働省・富山労働局・富山労働基準監督署

過重労働による健康障害を防止するために

（４）地球温暖化防止イベント
漫才コンビ「母心」による
　　地球温暖化についての「母心相談所」

※当日抽選で 20組に母心のサイン色紙をプレゼント！

賃金不払残業を解消するために

①時間外・休日労働時間の削減
②労働者の健康管理に係る措置の徹底

①労働時間適正把握基準を遵守しましょう。
②職場風土を改革しましょう。
③適正に労働時間の管理を行うた
めのシステムを整備しましょう。

④労働時間を適正に把握するため
の責任体制を明確化しチェッ
ク体制を整備しましょう。

11月 は

期間 です。「過重労働解消キ
ャンペーン」


